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令和７年度第５回安曇野市東部アウトドア拠点整備基本構想・ 

犀川×前川かわまちづくり推進協議会 会議概要 

１ 会議名 令和７年度第５回安曇野市東部アウトドア拠点整備基本構想・ 

犀川×前川かわまちづくり推進協議会 

２ 日 時 令和７年７月３日 午後３時 00 分から午後５時 15 分まで 

３ 場 所 豊科交流学習センターきぼう ２階 多目的交流ホール 

４ 出席者 松本大学 総合経営学部 観光ホスピタリティ学科 益山 代利子 

千曲川河川事務所 工事品質管理官 笹木 茂  

安曇野建設事務所 所長 林 春樹 

安曇野市観光協会 事務局長 望月 淳利 

犀川漁業協同組合 代表理事組合長 熊井 正敏 

アドバイザー 安藤 太郎 

地域活性化起業人 吉田 拓 

地域連携 WS 代表者 横内 健人 山崎 雅子  

明科区 区長 波場 崇 

明科中学校長 堀金 猛 

信州大学教育学部 准教授 瀧 直也 

政策部長 児林 信治 市民生活部長 赤沼 さつき 

都市建設部 建設政策担当係長 小畑 瑞樹 

商工観光スポーツ部長 黒岩 一也 

株式会社アンドー 中山 哲也 太田茂登 

株式会社 KRC 藤村 忠志 渡利 真二 黒澤 友也 

５ 事務局 政策経営課長 大月 敦史 課長補佐 白鳥和子 企画担当係長 宮本 学 

      企画担当 小林 拓海 地域おこし協力隊 瀬戸 康弘 山崎 大輝 

６ 公開・非公開の別 公開 

７ 会議録作成年月日 令和７年７月７日 

協議事項等 

◎会議次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 新委員紹介 

４ 内容 

 （１）経過報告について 

    ①河川関係について 

    ②拠点施設および公園部分の検討結果について 
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（２）犀川・前川・公園整備計画について 

   ・犀川・・・・千曲川河川事務所 

   ・前川・・・・（株）アンドー 

   ・公園・・・・（株）KRC 

（３）サウンディング調査について 

（４）今後のスケジュール 

５ 閉会 

 

 会議内容 

（１）経過報告について 

①河川関係について 

（質疑なし） 

②拠点施設および公園部分の検討結果について 

【委員】 

令和７年４月 28 日から６月２日の間に関係事業者へ拠点整備案のヒアリングを実施したと伺ったが具

体的にどういった事業者へヒアリングを行ったのか教えていただきたい。 

【事務局】 

付近の旅館業を営む事業者や、明科地域の事業者を対象としてヒアリングを行った。 

【委員】 

サウンディング調査という手法をとるのであれば、手法に対する議論が重要かと思われる。調査の際

はこれまで協議会等で議論した内容の積み上げを崩さない形で進めていただきたい。また、サウンデ

ィング調査の際は、協議会委員が同席し、話を聞くことはできるのか。 

【事務局】 

サウンディング調査に関して、難しさは承知しているので、丁寧に準備を進めていきたい。調査内容

についても今まで議論してきた内容を踏襲していきたいと思っている。調査については、事務局で意

見集約後、協議会にて諮らせていただきたい。 

【委員】 

河川部分や拠点・公園のハード整備についてご説明いただいたが、まちなかエリアに関しても検討を

進めているのか。 

【事務局】 

令和７年度に今後の明科活性化に繋がるイベントの開催を予定していたり、明科で行われている桜ま

つりやあやめ祭りでアンケート調査を行い、人の動きを調査している。 

【委員】 

４回までの協議会の中で、明科駅周辺も含めた一体的な活用の検討が求められていたが、今回の協議

会の経過報告には駅周辺の課題については、含まれていなかったので一つの懸案事項として挙げられ
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ると思う。今後それを議論のステージに乗せていくよう計画されていると思うが、この協議会の中だ

けでなく、長い目でみて明科地域全体を念頭に置いたまちづくり計画というところに結び付けるよう

な展望を示していっていただきたい。 

【事務局】 

事業を進めていくうえで仰られた部分は考慮して進めていきたい。 

【委員】 

拠点整備について、当初想定より面積の増加が見込まれ建築費やランニングコストの上昇が見込まれ

るとお聞きしたが、認識の中ではまずは理想とする要件をすべて入れ込んで、次に内容を精査してい

くと認識していたが、今後の検討ありきで現状の説明ということでよいか。 

【事務局】 

あくまでも現状の想定は試案であり、ここから必要な要素を出し入れしていかなければならないと考

えている。 

（２）犀川・前川・公園整備計画について 

・犀川・・・・千曲川河川事務所 

・前川・・・・（株）アンドー 

・公園・・・・（株）KRC 

【委員】 

それぞれの整備計画をお話いただいたが、アンケート調査の際に利用者を想定してアンケート調査を

行ったのか。 

【事務局】 

実施したアンケート調査は利用者を特定するためのものではない。ただ、明科地域の活性化を目的に

しているので、親子連れの方など、主に地元住民と思われる方を対象に声掛けをした。 

【委員】 

宿泊施設を兼ねる拠点整備を想定する中で、収益性を考える必要はあるが、地元の小中学生の課外授

業や総合的な学習の時間で学習センターのような利用も見込んではどうか。収益面の話とは繋がって

こないが学習としての利用も想定していただきたい。 

【事務局】 

人材の育成という部分も非常に大きな役割の一つだと考えている。河川の利用は勿論だが、近くにあ

る里山も含めて明科すべてのフィールドに視野を広げるための重要な拠点となることを考えているた

め、小中学生の皆さんにはぜひ活用していただきたいと思っている。一方で収益性の担保についても

大きな課題となっており、その部分もサウンディング調査を通じてヒントを得ていきたい。 

【委員】 

安曇野市の観光課題は、通過型観光となっている部分であり、宿泊施設も少なく冬場の観光でにぎわ

いを創出できるか少し疑問に思う。宿泊という部分で明科に賑わいをつくるとすると駅前に宿泊施設

があれば良いと感じている。山岳観光がある中で豊富な湧き水がこれだけ集まる場所は他にはないと
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思っている。水辺での賑わいを進める中で、地元住民にも、特別な場所に住んでいることを実感して

もらえるような計画を練っていただければと思う。 

【事務局】 

観光業からの視点は非常に重要であり、安曇野の水辺を含めた拠点づくりを目指してこの協議会は始

まっており、観光資源としての可能性を広げていきたいという意味での、拠点施設だと考えている。 

【委員】 

観光客をターゲットとした宿泊と、企業の研修や合宿施設として利用するのでは、意味合いが異なっ

てくると思っている。合宿施設として検討していると思っていた。勿論その中で観光客等も使用して

いただくことで収益性は高まってくると考える。 

【事務局】 

現状、利用想定しているターゲットはすべてであり、企業研修や合宿利用者に絞ったものではない。 

【委員】 

一般観光客だけでなく、研修旅行や教育旅行が企業のブームでもあるため、そういった層を受け入れ

たり、地元の子供たちの学習拠点として宿泊施設を活用するという需要も考えられる。それらを中心

にいろいろな角度から意見を集約していくのが良いと思っている。 

【委員】 

ある程度ターゲットを絞ったうえでの施設計画にしないと誰にとっても使いづらい施設となってしま

うことが想定される。今現在キャンプブームは下火となっており、対象としては企業の研修等でない

だろうか。サウンディング調査に向けて対象者についても協議会の中で意見を出し合っていければと

思う。 

【委員】 

拠点施設にすべての機能を盛り込んだところ、当初想定予算を超える試算となっていたが、その後の

課題検討の結果はどうなったのか。 

【事務局】 

艇庫を簡易的な構造にしたり、拠点施設の配置・サイズの変更を含めていくつかのパターンを提示し

たうえで議論していただきたい。 

現状、明確な結論は出ていないが機能縮小を含めて機能配分の調整・検討をしていきたい。 

【委員】 

今後の動きをまとめていく組織や主導者が必要になってくると感じる。本日の協議会では主に公園付

近のハード整備にフォーカスしているため、全体が見えてこない。ハード事業のみでなくソフト事業

を含め検討いただきたい。 

【事務局】 

現在、アドバイザーや地域活性化企業人、整備に係る委託事業者と相談しながら進めているところで

ある。その中で決まっていかない場合、別の手立てを考える必要は出てくる場合もある。協議事項が

ハード事業に重きを置いているのは、拠点を含むハード整備の方向性がある程度決定しないと周辺の



- 5 - 

 

ソフト事業に反映できない状況というのがある。ただ、ハード事業に並行してソフト事業についても

検討は進めている状況である。 

（３）サウンディング調査について 

【委員】 

サウンディング調査を今後実施する場合、タイムラインが変わってくると思うが、予定を教えていた

だきたい。 

【事務局】 

全体的に６ヶ月程度の遅れを見込んでいる。 

【委員】 

サウンディング調査に関する決定プロセスに委員が関わることはできるのか。 

【事務局】 

サウンディング調査は、何かを決定するものではなく、現状課題となっている部分を解決するための

方向性を示すため民間事業者のアイディアを募っていく。 

【委員】 

サウンディング調査をするということは、提案事業者が運営に関わっていくことを想定しているとい

うことでよいか。 

【事務局】 

ヒアリングシートの質問にもよるが、概ねそうである。 

【委員】 

サウンディング調査を行う際は、拠点部分のみでなく明科全体の課題についても聞き取りを行ってほ

しいと思っている。 

【事務局】 

ソフト事業の位置づけは、安曇野市東部アウトドア拠点構想が拠り所となってくるが、拠点そのもの

のハード整備はある程度の収益性や運営体制を見据えていかなければならない。その中で現在 40人規

模の合宿施設規模を備えるという案に対して、収益性等の根拠が見いだせていないのが現状である。

協議会で議論している内容は前提として崩さない中で、民間企業として、事を起こす場ができるのか

という部分をヒアリングしたいというのが一番の理由である。10 億円が市の想定金額と申し上げた

が、更なる可能性が見いだせればそれ以上の投資をする方向転換を考えることもできると思ってい

る。その打開策としてサウンディング調査を実施する予定である。サウンディング調査以外でも委員

の皆様のご意見は都度募っていきながらソフト事業を進めていきたいと考えている。 

【委員】 

前川でカヌーを利用している者は学生も多く、大会等で安曇野に集まった時に宿泊施設がないため苦

労している。そういった利用者も想定した施設にしていただきたい。 

【事務局】 

ウォーターアクティビティの利用者も重要だと加えておきたい。 
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【委員】 

公園内の水質改善に向けて、現状どのように進んでいるのか。 

【事務局】 

水質改善のために井戸を掘ることが想定されるが、井戸を掘っても水質が担保されないようならば費

用対効果を鑑みて実施しないという判断になる場合も想定されている。 

 

以上 

 


